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１．研究計画の概要 
 
アリストテレス『天界論』および『生成消滅
論』のシリア語による伝承について、その具
体的な伝承経路およびギリシア語・アラビア
語等による伝承との関係を解明する。特に、
バルヘブラエウス著『英知の精華』天界論編
および生成消滅論編の校訂・翻訳（英訳）を
行い、これに詳細な註解を加える。本研究は
またより広い範囲でギリシア哲学・科学のシ
リア語における伝承の研究および日本にお
けるシリア学の発展に寄与することを目的
とするものでもある。 
 
２．研究の進捗状況 
 
バルヘブラエウス著『英知の精華』天界論編
および生成消滅論編の校訂・翻訳作業を主要
写本(フィレンツェ本、ロンドン本、ヴァテ
ィカン本)を用いて行ってきた。同時に、関
連するギリシア語・アラビア語等の文献との
比較を行い、関係の解明を行ってきた。その
結果、バルヘブラエウスが天界論編・生成消
滅論編の執筆に当たっても、イブン・シーナ
ー『治癒の書』やダマスカスのニコラオス『ア
リストテレス哲学概要』シリア語訳の他にア
ブー・アル＝バラカートやファフル＝アッ＝
ディーン・アッ＝ラージーらの著作を利用し
たことなどが分かった。これら新たに得られ
た知見の一部については昨年行われた国際
学会で発表した。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 

（理由）当初目的としたバルヘブラエウス著
『英知の精華』天界論編・生成消滅論編の校
訂・翻訳・註解の 2009 年度ないし 2010 年度
中の刊行を達成できる見込みである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
バルヘブラエウス著『英知の精華』天界論編
および生成消滅論編の校訂・翻訳・註解執筆
の 作 業 を 2009 年 度 中 の 作 業 終 了 、
Aristoteles Semitico-Latinus叢書の一巻と
しての刊行に向けて継続する。 
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